
Toho legend女性研究者のパイオニア　★ 東邦大学黎明期の 4 人の研究者 ★
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11 月 13 日   幾瀬マサ  誕生
07 月 15 日  大岡良子  誕生
03 月 22 日  猿橋勝子  誕生
帝国女子医学専門学校  開設  ＜理事長  額田豊  学校長  額田晋＞
帝国女子医学専門学校付属看護婦養成所  開設
10 月 18 日  五島瑳智子  誕生
帝国女子医学専門学校に薬学科を開設
帝国女子医学薬学専門学校と改称
幾瀬マサ  帝国女子医学薬学専門学校  薬学科入学
帝国女子高等理学校設置認可  翌 4 月家庭科学研究所高等部と校名を変更して開校
大岡良子  帝国女子医学薬学専門学校  医学科入学
幾瀬マサ  帝国女子医学薬学専門学校  薬学科卒業  薬学科助手
大岡良子  帝国女子医学薬学専門学校  医学科卒業  翌年 横浜市立十全医院眼科入局
猿橋勝子  帝国女子理学専門学校  入学
五島瑳智子  東京は空襲がひどいので 福島県立女子医学専門学校への進学を決める
4 月 15 日  大森の空襲により、本館以外の全施設が焼失
9 月  理学専門学校が 11 月に薬学科が習志野へ移転
猿橋勝子   中央気象台研究所へ研究官として所属
五島瑳智子   東邦女子医学専門学校（旧帝国女子医学専門学校）3 年編入
五島瑳智子  東邦女子医学専門学校  卒業
大岡良子  東邦大学助教授に任命される
医・薬・理が揃った自然科学系総合学園として 新制東邦大学が誕生
大岡良子  東邦大学教授に就任
五島瑳智子  東京大学伝染病研究所の研究生を経て 東邦大学医学部助手となる
幾瀬マサ  『日本植物の花粉』出版
猿橋勝子  東京大学理学部化学科から初「理学博士」学位取得
猿橋勝子  国際民主婦人連盟の第 4 回世界大会（ウィーン）で「核実験の人体に対する影響」を発表
幾瀬マサ  東邦大学薬学部教授に就任
猿橋勝子  単身で渡米し日本のデータの精度が高い事を実証
幾瀬マサ  東邦大学薬学部長に就任
東邦大学医学部付属東邦大学保育園  開園
五島瑳智子  東邦大学医学部教授に就任
大岡良子  東邦大学医学部長に就任
五島瑳智子  東邦大学  看護専門学校校長（～ 1987）
猿橋勝子  「女性科学者に明るい未来をの会」設立  第 1 回「猿橋賞」の贈呈
五島瑳智子  東邦大学 医療短期大学学長（～ 2000）
東邦大学創立 60 周年

植物の勉強に（����）

帝国女子医専時代の
実習（����-�� 頃）

馬をつなぐ杭の側を掘って
野草を植える幾瀬と

恩師 久内清孝教授（����）

大森の焼け残った机を
� つに切ってトラックで習志野へ
運びつくった、馬小屋改良実習室

※一番奥で立っているのが
幾瀬（����）

ナイチンゲール像の原寸大の複製が
英国ロンドン市議会の許可を受け、

船で運ばれ、凛々しくエレガントな姿で
本校に到着した（����）

���� 年にビキニ環礁で行われた
アメリカの水爆実験を契機に

日本は独自に放射能汚染の海洋調査を実施。
恩師の三宅泰雄とともに調査を行った。

猿橋は、このデータを認めなかったアメリカに
調査結果の正しさを証明した（����）

猿橋 勝子

「平和な世界をきずくためには、
核兵器廃絶が絶対的な必要条件
であると思う」（1981 年）

海水の炭素濃度に関
する先端的な研究。
海水中の炭酸物質の組成
一覧表は「サルハシの表」と呼ばれ、以後30
年間にわたり海洋学者の研究の助けとなった。

幾瀬 マサ

1万5200枚の花粉型
模型を作成し、日本の
花粉学にとって歴史的
な大書「日本植物の
花粉」を出版した。

「将来は日本でもスギ花粉情報
が聞けるかもしれませんね」

（1985 年）

五島 瑳智子

「体験し感じてこそ真
に身 につく」通 算23
年間の長い間、看護教
育に携わり、4年制大
学への実現に向け、その礎を築いた。

「マイノリティを目指した私に、神
様は実に多くの師、先輩、友人
を授けてくださった」（1993 年）

大岡 良子

帝国女子医専出身
初 の教 授 に就 任、
そして「医学部長」
に就任した。

飽くことを知らない研究への情熱
教育・診療に対する熱意
全身疾患に関連した眼疾患の研究

東邦大学
猿橋
幾瀬

五島
大岡
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Divers i ty  & Inclus ion多様性の受容
性別・年齢・身体的特徴・社会的背景・人生観など、個々の「違い」を受け入れ、
それを生かしていくこと。
ダイバーシティ推進センターは、さまざまな個性を尊重したうえで、異なる価
値観を受け入れ一人一人がその能力を十分に発揮し、その専門性を中断するこ
となく積み上げていけるような環境の整備に取り組んでいます。
2018 年度の活動をご紹介します！

“ダイバーシティ”

  って、ご存知ですか？

53 名
11％

知っている

214 名
45％

聞いたことはある
210 名
44％

知らない

2018 オープンキャンパスで　　　　　聞きました
477 名に

お台場の？

多様性っていう
意味ですよね！

小池都知事が
言ってたような…

うちの会社に
その部署あります！

聞いたこと
あるけど

意味は…？
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ダイバーシティ推進センター　ステートメント

「4 つの柱」～個人の多様性を尊重した活動や支援の実践へ向けて～

性別や人種による差別のあった時代には、“平等” は勝ち取るべき権利でした。
しかし今、全ての人に平等を強いることは本当の平等とはいえません。子育
てや介護、事故、病気など、人によっては “平等” を受け入れられない事情が
あるかもしれません。そのような人を支えるにはどうしたらいいのか、考え
てみましょう。他者の多様な生き方を尊重できる、かけがえのない学びの場、
仕事の場としての東邦大学で有り続けることを願っています。

リンパ球分化の分子制
御機構、サイトカイン
受容体からのシグナル
伝 達 機 構、T 細 胞 を 中
心とした免疫制御機構
の解明

近藤 元就
医学部免疫学講座

ー 研 究 分 野 ー

山本 千夏

薬学部
衛生化学教室

人の健康を血管を通じて
環境から指向する衛生薬
学的研究

ー
研
究
分
野
ー

東邦大学では、ダイバーシティ推進センターの活動
の中に研究力向上や次世代育成の目的で様々な支援
活動を行なっています。支援に関する情報の普及と
要望の収集が必要です。人口構造や政策など時代の
流れによって大きく変化する中で、立場や男女を問
わず多様な働き方・ライフイベントに対する支援を
行うことで、研究活動が十分に発揮できる環境づく
り、特に次世代を担う者が活躍できる環境づくりに
貢献できればと考えています。

渡辺 直子

理学部
生物分子科学科

ア レ ル ギ ー 性 皮 膚 炎 の
フ ラ ボ ノ イ ド に よ る 抑
制 作 用 メ カ ニ ズ ム の 解
析および治療への応用

ー
研
究
分
野
ー

ダイバーシティ推進センターで行ってきた共同研
究強化支援をきっかけに、共同研究が進展して外
部資金の獲得に結びついた例もあり、支援が実を
結んだと言えます。今後も、支援を通じて新たな
共同研究が始まったり、研究活動に対する様々な
支援が研究者としてのステップアップに繋がって
いくことを期待しています。また、より良い研究
環境の実現や研究力向上に向けて、新たな取り組
みも模索していく必要があると思われます。

渡辺 尚子

健康科学部  看護学科
( ファミリーヘルス看護領域：

精神看護学 )

専 門 は 精 神 看 護 学 で、
主な研究テーマは精神
看護実践能力の開発や
精神障がい者の方々の
地域支援について

ー
研
究
分
野
ー

誰にでもライフイベントがあります。しかしそれと気
づかず、立ち止まり、転んだり、逆戻りしたり。そし
て｢仕方ない｣という言葉でやり過ごしている方が多く
いらっしゃいます。それはそれで生きる力があるとい
えますが、東邦大学はきめ細やかにサポートし、皆様
の教育・研究・社会貢献活動を後押ししています。そ
れは次世代育成に向けたよい効果も生み出す力になる
からです。それぞれの活動にダイレクトな支援も行っ
ていますが、すべてがしなやかな循環を生み出すよう、
引き続き尽力していきたいと思っています。

藤原 和美

看護学部
在宅看護研究室

高齢者の虚弱状態を表すフ
レイル（Frailty）の要因であ
る栄養摂取状態と認知機能
との関連性についての研究

ー
研
究
分
野
ー

ダイバーシティは日本語で「多様性」と訳され、多様
な生き方、価値観が認められようとしている社会です
が、それを保証する環境整備こそが、医療と研究の推
進においても重要となります。個別性の高い育児や介
護などのライフイベントを担いつつ、仕事の専門性を
高めていくためには、それぞれに応じた具体的支援が
必要とされると思います。個別相談が可能な環境整備
も考慮しながら、ライフイベントを大きな糧にして、
さらに一人ひとりの能力が発揮できるための活動を継
続していきたいと考えます。

副センター長
より

メッセージ

副センター長
より

メッセージ

これからの東邦大学ダイバーシティに向けて
　ダイバーシティ推進センター センター長　医学部産科婦人科学講座 教授 　片桐 由起子

　　　　　　　帝国女子医学専門学校として 1925 年に開設されて以来、1970 年に東邦大学保育園を設立するなど、東邦大学は早く
から女性の教育や就労支援に力を入れてきましたが、私自身を振り返ってみると、二人の子どもは東邦大学保育園にお世話になり、
2008 年の女性医師支援室開設以来、十年余りにわたってこの事業にかかわってまいりました。当時は、第二子も小学生となり子育て
に少し余裕が出てきた頃ではありましたが、出産や育児がまだまだ自分自身のこととして、当事者の一人として事業にかかわること
ができていましたが、子どもたち二人ともが大学生となり、出産や育児が遠い記憶となって、みなさんが今、求める支援がどこにあ
るのだろうと考えます。社会の変化に伴ってダイバーシティ事業は、子育て等ライフイベント支援から、介護支援、職場環境改善へ
の取り組み、インクルージョン対策へと変遷しています。しかし事業が広がっても、やはりみなさんの身近にあるライフイベント支
援は大切であると思っています。ダイバーシティ推進センターの活動が、みなさんの役に立つ事業であり続けるために、みなさんか
らのご意見やアイデアをいただきたいと思います。そして、センターの仲間になって活動をしていただける方がいらっしゃれば大変
うれしく思います。これからも、ダイバーシティ推進センターへのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

センター長
より

メッセージ

仕事にはプロ意識をもって向き合おう
ダイバーシティ推進センター 顧問　東邦大学名誉教授・理事　大島 範子

　　　　　　　本学の女性医師・研究者が、仕事と育児を両立させて継続就労しやすい環境が次第に整ってきました。これからの課
題は「いかにして学内で、上位職に就く女性医師や研究者を育てるか」ということでしょう。女性の数だけが増えても、指導的立場
に就く割合が低迷したままでは大きな変化は生まれません。研究者としてのスキルアップには様々な施策も必要ですが、私は、本人
が向上心とプロ意識を持つことが不可欠だと思います。医師、教員をはじめ、本学で働く者の多くは、進歩が著しい専門分野に身を
置いています。その分野でより上を目指したいプロであれば、育児や介護のために仕事（医療や研究）を長期休業することが得策と
は考えないでしょう。長いブランクなしで、それらを両立して継続できる方策を模索することになりますが、その時こそ、ぜひとも
先輩やダイバーシティ推進センターに相談してください。上位職の女性医師・研究者を増やすためにも、周囲が、意欲を持って頑張
る仲間に協力する環境づくりが大切と思えます。どうにもならない局面では種々の制度を利用するのも良いでしょう。「仕事を止める」
という選択肢は無くして、「プロとしてこの仕事を継続しよう」という気概を持って臨めば、今の時代、多くの困難は乗り越えること
ができるはずです。

センター顧問
より

メッセージ

ダイバーシティ環境推進

キャリア支援

研究力向上

次世代育成

ダイバーシティ環境推進 キャリア支援

次世代育成

研究力向上 ダイバーシティ環境推進

研究力向上

ダイバーシティ環境推進

次世代育成

ダイバーシティ環境推進

次世代育成
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上位職インタビュー
続！

ボス
のせ
なか

　私のパートナーは内科医で、医師としての仕事に加え、
朝に夕に、雨の日も雪の日も保育園の送迎をしていまし
た。冬の寒い雨の日に、幼いレインコート姿の娘と帰っ
ていく姿を横目で見ながら、何もできずに病棟に戻った
こともありました。今思い返しても、無責任であったと
思います。
　好きなことを好きなだけやってきたと、自分目線で思
い返せば、ワークライフバランスはよかったと言えます
が、家族にとっては、とても偏ったものであったと言え
るでしょう。間に合うかはわりませんが、これから取り
戻したいと考えています。最終的にいいバランスになれ
ていたら良いな、と考えています。
　私自身そうした背景を持っており、パートナーがいず
れもフルタイムで仕事をしている場合、生活の根幹にさ

まざまな問題が生じると実感しています。ただ、男性と
女性には生物学的な違いが根本にあり、互いの役割を全
く同一にすることはできません。お互いに尊重し合い、
立場を理解し、助け合うことが重要です。
　既成概念の中では、男性は仕事中心に役割が求められ
ることが多い一方、女性に求められる役割は多様なため、
女性のニーズを一括りでまとめることは難しく、全員が
満足できる状況を作りあげることは困難を極めます。
　ダイバーシティとは多様性を意味するもので、男女の
問題に限ったものではありませんが、女性が活躍できる
社会では、男性にとっても働きやすい環境のはずです。
男女を問わず、多様性のある社会活動が受け入れられる
環境を醸成するために、ダイバーシティ推進センターに
は積極的に活動していただきたいと思います。

研究分野 ▶ 心臓血管外科

多様性のある
社会活動が
受け入れられる
環境の醸成を

医学部長　渡邉 善則 先生

　私は大学 4 年生で研究室に配属されてから、1 日
12 時間以上研究に費やすことが当たり前という生活
でした。ワークライフバランスは、ワークに大きく
偏っていたと思います。東邦大学着任と同時に結婚
し、子育てもそれなりに協力したつもりですが、妻
と子どもに甘えてきた部分が多々あります。日曜日
の掃除と晩御飯作りは、せめてもの罪滅ぼしの意味
でずっと続けてはいるのですが。
 　ただ最近、“work is life.” という言葉を聞きました。
ワーク + ライフ = 100%は変えられないので、ワーク
の割合が増えればライフの割合は下がります。私たち
はワークとライフを切り離して考えてしまいがちで
す。し かし２つに重なりがあると考えれば、両方
100%にすることができるはずです。数字遊びに過ぎ

ない机上の空論なのか、あるいは、ワークライフバラ
ンスを考える必要のない働き方ができて、真のWork 
is life.を実現できるのか。正直私には答えが見つかり
ません。しかし、ワークとライフを互いに排他的と捉
えるのではなく、視点を変えてwork is life. を実現で
きる環境づくり、支援の方策を考えてみると、新しい
展開が開けてくるのではないのでしょうか。
　このことは教育、研究、診療、管理業務にもいえると
思います。いずれも大学教員には必須のワークで、理学
部の教員の場合は、教育と研究に重なる部分が大きくな
るほど、それぞれのパフォーマンスを上げることができ
るでしょう。そのためにどんな支援ができるのか、ダイ
バーシティ推進センターと学部とが、ますます緊密に協
力していくことが欠かせないと思っています。

研究分野 ▶ 生体関連化学
　　　　　  ケミカルバイオロジー

“work is life.” を
実現できる
環境づくり
支援に期待

理学部長　古田 寿昭 先生

　私は現在、「母子保健学」を専門としていることもあり、
学生や先生方の「生活の基盤」が気になります。「基盤」
の中には、家族、地域、暮らしがあり、そこでみんなが
生きやすく、過ごしやすいと感じることが大切です。そ
のため私は「ワークライフバランス」ではなく「ライフワー
クバランス」だと思っています。
　私自身は育児をしながら仕事のできる環境を選んでき
ました。下の子が3歳の時研究所のお話しをいただき、「身
の丈に合わない仕事です」と、尊敬する上司に伝えたら「人
は、かかとをあげながら生きていくのよ」と言われました。
その言葉に「できたからやるのではなく、かかとをあげ
ながらやっていくからこそ、そこに追いつくんだ。並行
して走ることができるんだ」と実感した覚えがあります。

　公的な場面では、もちろん男女平等ですが、子育てで
は女性が得意な部分もあると思います。柔らかい肌と声
とまなざしは女性特有のものです。また、生きている時
代や育ってきた場所により、価値観は違います。社会学
者のイヴァン・イリイチが「バナキュラーなジェンター」
と表現しているように、その土地ごとに男女の役割に違
いがあり、必ずしも世界各国どの国も同じように平等に
せよ、とはいえません。
　みんなが「幸せだな！」「居心地がいいな！」と感じる
ためにどうしたらよいかということが、ダイバーシティ
ではないでしょうか。男性も女性も本音を話し合ってい
くことが大切で、センターにはそうした場づくりなどに
も取り組んでいただけたらと期待しています。

研究分野 ▶ 
助産学／ 家族・生殖看護学
母子保健政策

みんなが
「生きやすい」
「過ごしやすい」と
感じる

「ライフワークバランス」
が大切

看護学部長　福島 富士子 先生

Q  「ダイバーシティ」「ワークライフバランス」についての思い、
または「ダイバーシティ事業」に期待することは何ですか？

−「研究職における子育て・介護ニーズ調査」報告 −
調査の背景：ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）事業を実施している千葉大学・国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構 放射線
医学総合研究所 ・東邦大学の 3 機関で連携し、育児と介護の調査のニーズを調査しました。ここでは、東邦大学の調査結果について報告いたします。

　子育て・介護の支援のニーズを聞いた結果、子育てについては“子どもを預ける先”への
ニーズが高かった。介護については「介護保険制度」「介護休暇」「介護休業制度」など
の制度が重視されていることがわかった。調査協力者の属性を見ると、子育てについては“子
どもあり”が57.9%を占め、一方、介護については、“要介護がいない”が76.3%であり、
現実的なニーズと、想像上のニーズになっている可能性はある。
　男女別のニーズや意識を見ると、ほぼ全ての項目で、男性に比べ、女性の方が“是非
必要である”との回答が多く、困難についても女性の方が強く感じているという結果であった。
　しかし、研究については、男女ともに、“時間が足りないと感じる”“将来に不安を感じる”
など強く感じている結果も示されており、男女ともに研究を続けていく上での不安や困難を
感じていることが示されていた。
　東邦大学においては、学内に保育園や病児保育施設を有し、また、准修練医制度など、
子育て・介護のサポートになる制度もあるが、全体としては女性の方が困難を感じている傾
向は強いように思われる。
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★ ワークライフバランスに関する項目（男女別の結果）
　　　  研究、教育、家庭などについて尋ねた10 項目に対する男女別の結果を示した。
すべての項目について男女の間に有意差は見られなかった。下記の項目は「１．よくある、２．
ある、３．ない」の3 件法で尋ねているため数値が低いほどよくあることを示している。最
も強く感じられているのは、「研究のために時間が足りないと感じることがある」という項
目であることが分かり、子育てや介護への不安以上に、研究に対する不安が強いことが示
されているとも言えよう。

❷

　B・介護支援に対するニーズ（全体）
　介護支援に対するニーズについて、 “ぜひ必要” であるという回答が多い順に並べたもので
ある。「介護保険制度」「介護休暇」「介護休業制度」の順でニーズが高かった。
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介護保険制度
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両立支援等助成金

ベビーシッター

テレワーク制度の導入
育児相談専門の
カウンセラー
家事援助 4.5 38.4 36.2 21.0
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2.7 17.0 49.1 31.3

3.6 18.3 46.0 32.1
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0.9 2.7 19.2 77.2
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★ 子育て・介護に対する意識（全体の結果）
　　A・子育て支援に対するニーズ（全体）
　子育て支援に対するニーズについて、 “ぜひ必要” であるという回答の多い順に並べたもの
である。「保育園・保育施設」、「病児保育」「学童保育」の順でニーズが高く、子どもを預け
る先へのニーズが高いことが示された。一方、「家事援助」「子育て専門のカウンセラー」「テ
レワーク制度の導入」などについては、現時点ではニーズがさほど高くないことが示された。

❶
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勤務年数

医学部
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5 名

理学部
33 名
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フルタイム非常勤の
配偶者あり  5 名
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配偶者あり  2 名

自営業の
配偶者あり 11 名

無職の配偶者あり
37 名

その他の
配偶者あり

2 名

パートタイム非常勤の
配偶者あり  32 名

配偶者の有無と修業状況

分析対象者の属性
n=224
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千葉大学・量子科学技術研究開発機構との協働で、セミナー・研究発表会の開催や運営会議・コンソーシアム
連絡会を通して、情報交換や本学の取り組みの紹介、研究者同士の交流等を実施しています。

キャリア支援 研究力向上

3 月 16 日

 会場
千葉大学

ミニレクチャー／コンソーシアム連絡会
「無意識のバイアス

―Unconscious Bias―とダイバーシティ推進」
日本大学薬学部薬学研究所  大坪久子 氏

共同研究推進のためのポスター発表
▶東邦大学からの発表者
医学部  大岩綾乃先生
　　　  清水直美先生
理学部  多田政子先生　

ミニレクチャー／コンソーシアム連絡会／統括会議
「他機関との連携によるダイバーシティ推進と発展」

国立研究開発法人産業技術総合研究所総務本部  ダイバーシティ推進室 室長  井出ゆかり 氏

6 月 18 日

 会場
千葉大学

共同研究推進のためのセミナー／合同研究発表会
「知の結集としての共同研究」

量子科学技術研究開発機構 放射線医学総合研究所
臨床研究クラスタ　分子イメージング診断治療研究部   吉井幸恵 氏

「相手に伝わる伝え方―科研費・外部資金等の獲得のために―」
量子科学技術研究開発機構 経営企画部広報課 総括参事  鈴木國弘 氏

研究ポスター発表
▶東邦大学からの発表者
薬学部　

7 月 27 日

 会場
量子科学技術
研究開発機構

共同研究推進のためのセミナー
「研究者と企業／お互いが通じ合うには

―マッチングプランナーとしての経験から―」
JST 産学連携展開部 地域イノベーショングループ
マッチングプランナー／産学連携フェロー  二階堂知己 氏

合同研究発表会
▶東邦大学からの発表者
医学部  清水直美 先生／田中ゆり子 先生
　　　  中瀬古寛子 先生
理学部  足立智子 先生／下野綾子 先生

12 月 21 日

 会場
東邦大学
習志野キャンパス

スキルアップセミナー
「心を動かす伝え方」

物質・材料研究機構  経営企画部門  広報室長 小林隆司 氏

2 月 15 日
 会場
量子科学技術
研究開発機構

ミニレクチャー：コンソーシアム連絡会：統括会議
「仕事と介護の両立ができる職場つくりを考える」

社会保険労務士法人グラース代表・特定社会保険労務士  新田香織 氏

3 月 7 日

 会場
千葉大学

共同研究推進のためのセミナー＆個別相談会
「研究者と企業―お互いが通じ合うにはー」

 JST 産学連携展開部  地域イノベーショングループ  高山 大 氏

3 月 7 日

 会場
千葉大学

野口明実 先生
大寺恵子 先生

　2018年12月７日（金）東邦大学薬学部に、名古屋大学
物質科学国際研究センターの中寛史先生をお招きし、「頑健
な錯体分子によるバイオオルガノメタリクス」と題して、

錯体の分子プローブとしての応用の可能性をはじめ、有機金属化学者の目線から見たバイオオ
ルガノメタリクス研究の奥深さについて、ご講演いただきました。
　本セミナーは、先駆的・独創的な研究に取り組んでいる優れた研究者を招聘し、本学の研究者との討議・意見交換等を行う機
会の提供し、研究協力関係の構築と研究の進展を目的とする研究者招聘支援制度を利用しました。本年度は、薬学部衛生化学教
室が主宰となり、原崇人先生がコーディネートされ、実現しました。

研究者招聘費支援制度

活動報告
2018 年度ダイバーシティ研究環境実現

イニシアティブ（連携型）

東邦大学病児保育室「ひまわり」 東邦大学医療センター大森病院　若草寮３階

　 2010 年 1 月 18 日に開設して、今年は 10 年目を迎えています。当初は女性
研究者の育児と研究の両立を支援する目的でしたが、現在は東邦大学・医療
センターに所属するすべての教職員の子弟が対象で、働きながら子育てをす
る家族、職場に対する網羅的な支援を目指しています。

　開設から 2019 年 1 月末までに、のべ 4,624 人のお子さんに利
用していただきました。今までは幸い事故もなく、慣れてくれ
ば楽しく遊べている子どもたちですが、初めてご利用なさる時
は不安が大きいと思います。ぜひ、どのようなところか実際に見に来て
ください！  また HP の「保育士ブログ  ひまわりの部屋」をご覧いただ
くと、子どもたちの楽しそうな様子が伝わると思います。
　私たちは常に子どもたちの味方であるとともに、子育てをしながら頑
張って働くお母さん、お父さんの応援団でもあります。ご登録お待ちし
ております。

ミニレクチャー／コンソーシアム連絡会／統括会議

「他機関との連携による
ダイバーシティ推進と発展」
国立研究開発法人産業技術総合研究所総務本部
ダイバーシティ推進室 室長  井出ゆかり 氏

共同研究推進のためのセミナー
合同研究発表会

量子科学技術研究開発機構
経営企画部広報課 総括参事 鈴木國弘 氏

「相手に伝わる伝え方
―科研費・外部資金等の獲得のために―」

ポスター発表
薬学部  大寺恵子 先生

共同研究推進のためのセミナー
合同研究発表会

「研究者と企業／お互いが通じ合うには
―マッチングプランナーとしての経験から―」
JST 産学連携展開部 地域イノベーショングループ
マッチングプランナー／産学連携フェロー  二階堂知己 氏

口頭発表
医学部  田中ゆり子 先生

開会挨拶  高松 研  学長

6月 1
8日

＠千葉
大学

7月2
7日

＠量子科
学技術

　　研
究開発

機構

12月
21日

＠東邦
大学

統括会議

コンソーシアム連絡会
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イベントレポート
2018 年度東邦大学

ダイバーシティ推進センター

ダイバーシティ環境推進 　一昨年実施した「研究職における子育て・介護ニーズ調査」（※ p5 に抜粋を紹介）
の結果から、子育てだけでなく、家族の介護について、不安感を持っているという

事実が明らかになりました。出産や育児とは異なり、介護は「いつ」始まり、「いつ」終わるのかの予測がつきません。
その「いつ」かの為に、専門家を招き、どなたでも参加できるセミナーを実施しています。今年度は以下のようなセミナー
を開催しました。「こんな内容のセミナーがあったらいいな！」というお声をお待ちしております。ダイバーシティ推
進センター WEB サイトの「お問い合わせフォーム」から、いつでもご意見を受け付けております！

セミナー名 講師開催日  -  場所 参加人数

第 1 回 介護支援セミナー
高齢者の理解と介護の実際

大森病院リハビリテーション科
大國 生幸 先生

3 月 15 日 ㊍  -  大森 20 名

第 2 回 介護支援セミナー
転ばぬ先靴選びは慎重に “転倒防止の靴選び” 上級シューフィッター  木村 克敏 氏3 月 20 日 ㊋  -  大森 14 名

第 1 回 子育て支援セミナー
がらくたで宇宙船をつくろう Ｂ級アーティスト  後藤 猛 氏8 月 19 日 ㊐  -  大森 39 名

第 3 回 介護支援セミナー
あなたの親は大丈夫？ “セルフ・ネグレクトのサインとは” 看護学部 教授  岸 恵美子 先生9 月 22 日 ㊏  -  大森 21 名

第 4 回 介護支援セミナー
健康寿命を延ばすための食事とは？ 大森病院 栄養部室長  古田 雅 先生10 月 20 日 ㊏ -  大森 35 名

映画上映会『人生フルーツ』10 月 20 日 ㊏  -  大森 52 名

第 2 回 子育て支援セミナー
子どもの食事の現状と家族ができること 医学部 准教授  朝倉 敬子 先生11 月 18 日 ㊐  -  習志野 30 名

映画上映会『いただきます』

開催回数：8 回 参加者合計：241 人

11 月 18 日 ㊐ -  習志野 30 名

介護

介護

介護

介護

介護

子育

子育

子育

次世代育成 　東邦大学医学部では、新入生対象の 1 年次教育ガイ
ダンスで、「男女共同参画について」の講演を行ってい

ます。2018 年も片桐由起子センター長（産科婦人科学講座教授）が登壇し、
医師として研鑽を積みつつ、自身のライフイベントにも向き合うための考
え方や継続就労を支援する本学の取り組みについて紹介しました。
　夏休みのオープンキャンパスでは、本学への受験を希望している学生さ
んとその保護者の皆さんへ「ダイバーシティって知っていますか？」と問
いかけ、習志野キャンパスでは、薬学部・理学部・健康科学部の皆さんに、

大森キャンパスでは、看護学部にご来場の皆さんに、アンケー
ト調査を実施しました。（ ▶ 結果は、表紙のグラフ）
　89％の方が「知らない」もしくは「聞いたことはあるが意味
は…？」という結果でした。477 名の学生さんや保護者の皆さ
んにご回答を頂きました。ありがとうございました。

習志野キャンパス　 8 月 4 日・   5 日　305 名

大森キャンパス
（看護学部）　　　   8 月 23 日・24 日　172 名

オープンキャンパスアンケート参加者数

　大森病院リハビリテーション科大國生幸医師を講師にお迎えし、年
齢と共に変化していくこころと身体の変化や介護に関する保険の制度
について、また、補助具の種類やお身体の
状態にあった補助具の選び方について、詳
しく説明頂きました。
 　参加した方からは、「最新の車いすの種
類や本人の状態にあった杖の選び方などの
知識を得られた」「地域包括センターの役
割について理解できた」といった感想が寄
せられました。

第 1 回 介護支援セミナー
高齢者の理解と介護の実際3/15

　第 1 部は、基礎知識についてのご講演、第 2 部は、来場者の中から 5 名
の方にご参加いただき、足型測定の実演を行いました。
　自分の足の特徴を知り、自分の足にあった靴を選ぶ事で、脚に関するト
ラブルが減り、歩くことが楽しくな
り、健康寿命を延ばしていくことに
つながるとのお話に、「これからの
靴選びに大変参考になった」「自分
にあった靴で、歩き方にも留意し、
健康寿命を延ばしたい」との声が聞
かれました。

3/20 第 2 回 介護支援セミナー
転ばぬ先靴選びは慎重に “転倒防止の靴選び”

　夏休み終盤、自称「B 級アーティスト」後藤猛氏をお招きし、世界
にひとつの宇宙船作りを体験しました。
　2 時間程の制作時間もあっという間に過ぎ、最後にスプレーで色を
付けると、重厚感のある宇宙船に変身！完成した宇宙船を飛ばして
遊んでいる姿を見て、保護者の方も笑顔でお帰りになりました。

第 1 回 子育て支援セミナー
がらくたで宇宙船をつくろう8/19

リハビリテーション科   大國生幸 先生

上級シューフィッター   木村克敏 氏

　高齢者だけでなく単身者世帯が増えている現代。自分自身の世話を放棄する状態＝「自己
放任（セルフ・ネグレクト）」は、時間をかけて命を絶つ「消極的な自殺」ともいえます。セミナー
では、地域との付き合いがなく孤立しがちな人や大きなストレスにより気力を失い、自暴自
棄の状態の人に、そのリスクがある事や別々に暮らしている親の小さな変化に気づくための
ヒント、家族だけでなく地域で支え合う方法やしくみについても紹介されました。
 　参加者からは「セルフ・ネグレクト自体の認識がなかったので為になった。同居でも関

係次第で起こり得るという事で意識すべき点がわかって参考になっ
た。」「本人を尊重し、本人が選択していくという事を理解した。」「セ
ルフ・ネグレクトという一見離れたテーマにみえるが自分事として
聞くことができた。」との声が聞かれました。今後、引き続き考え
ていかなければならないテーマであると実感致しました。

第 3 回 介護支援セミナー
あなたの親は大丈夫？ “セルフ・ネグレクトのサインとは”9/22

看護学部 教授 岸恵美子先生

　本セミナーでは、「～加齢による筋肉量の減少を “食べる” ことで防
ぐ～」というサブテーマで「年齢を重ねるにしたがって変化する栄養摂
取の現状と留意点」と「高齢者のフレイル・ロコモ・サルコペニア予防
の食べ方」についてお話しいただきました。具体的なレシピや作り方な
ど、自宅に帰ってからすぐに活用できる知識が豊富に紹介されました。
身体の調子が悪いと、心配や不安な気持ちが強く現れてしまいがちです
が、栄養についての正しい知識を得て、食事を作るという行動を起こす
ことができると、気持ちも前向きになれるように感じました。
　第 2 部として、映画『人生フルーツ』を上映しました。参加者からは、「と
きをためるという言葉が印象に残った。今は、手軽さとか効率性とかば
かりだから離れた視点を持てたらと願う」「心が満たされた感覚になり
ました。とても良かったです」「豊
かな映画だった。考えるべきこと
問いがありすぎて消化しきれな
い」との感想が寄せられました。

（共催：大森祭実行委員会）

第 4 回 介護支援セミナー
健康寿命を延ばすための食事とは？
映画上映会『人生フルーツ』

10/20

大森病院 栄養部室長　古田 雅 先生

　第 1 部は、映画『いただきます』の上映を行いました。自分たちが飲
むみそ汁のみそを毎月 100 キロづつ仕込んでいる保育園のドキュメンタ
リー映画です。（共催：東邦祭実行委員会）
　第 2 部は、現在の子どもの栄養摂取について、
大規模な調査研究を行っている医学部朝倉敬子
先生に「子どもの食事の現状と家族ができるこ
と」という内容で、栄養摂取における問題点に
フォーカスをしたお話をして頂きました。健康
の維持という観点では、塩分や脂質を含む食品

は 控 え め に し、食
物繊維とカルシウ
ムを意識的に摂取すべきだそうです。これら
を意識することで将来的には生活習慣病が起
こりにくくなる可能性があるそうです。

第 2 回 子育て支援セミナー

子どもの食事の現状と家族ができること
映画上映会『いただきます』

11/18

医学部 准教授　朝倉 敬子 先生

『いただきます』ポスター

「ここにつけるといいんじゃない？」
「おっ、かっこよくなったね！」

親子で相談

『介護サポートのしおり』
『育児サポートのしおり』
を制作しました！

9/22 介護支援セミナーと11/18 子育て支援セミナーの
内容も掲載してます。

ご入用の方は
web サイトの
お問い合わせフォームよりご連絡ください
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★ まず、これまで一番苦労した時代のことをお聞かせください
　今が一番苦労しているのかもしれません。オペがうまくできない頃は、
新しいオペを覚えるのも苦労していたというように、これまでも肉体的
にも精神的にも厳しいことはありました。しかし、その苦労があって今
があり、今の苦労が将来につながっている…そう考えると、あえて今、
苦労しているといえるのかもしれませんね。
　ぼく自身は、厳しいこと、難しいことであっても、新しいことをやろ
うとか自分を鍛えようとしてやってきました。ある地点まで到達したら、
次の新しい課題に取り組もうとしますから、それがまた苦労になります。
ですから、常に最先端で苦労しているといえます。そして、そうすると、
前やったことは苦労じゃなかったんだと思います。どこで終わるんだろ
うと感じますが、過去の苦労は楽しい思い出になっています。
あまり悲観的にならないので、むしろ苦労が足りないのかもしれません
ね。だからもっと苦労しなくてはいけないのかもしれません。

★ 研究、臨床、教育での一番の喜びをお聞かせください
　やはり若い人たちが自由な環境で、自由な着想で好きなことをやれて
いる姿、そしてそれが身について少しずつ社会に貢献できる姿を見るの
が、一番うれしいですね。特に病院長になってからはそう感じます。
　ぼくが求める成果というのは、患者さんから「ありがとう」と言われ
ることです。社会に貢献したいと思っているので、それが目標であり喜
びです。研究においても同じで、自分が書いた論文がどこかで使われて
いたり、将来役に立つだろうと言われたりするとうれしいですね。
　ぼくは医者になるんだったら命にかかわるところを、と思い、未知の
魅力にとりつかれて脳外科に進みました。今、パーキンソン病など神経
内科的な病気を電気刺激したりして治していく機能的脳神経学を専門に
していますが、これは非常に生理学的なことでおもしろい。不思議な脳
のメカニズムを少しずつでもコントロールすることで、治療につながっ
たり、原因解明していったりすることに、多少は貢献しているかなとい
う自負はあります。やりがいがありますよ。
　臨床でも研究でも何か達成したときは楽しいですし、むしろ今まで
やってきたことがすべて楽しく、喜びだと思っています。

★ 尊敬する方や現在、目標としていることについてお聞かせください
　尊敬するのは、この道をめざしたとき最初に指導してくださった、当
時東京女子医科大学病院にいらした谷川達也先生です。ぼくが手術を任
されるようになった初期の頃、「ああ、どうしよう」と不安に思ってい
るときに、冷静にパッと対処してくださいました。自分もそうありたい
と日々意識しています。「谷川先生がああいうことを言っていたな」「自
分はまだできていないな」と、いつも先生と自分とを比べてしまいます。
　目標としていることは、先ほどの喜びに通じますが、「社会に貢献する」
ということです。この仕事をするうえでは、やはり患者さんからの「あ
りがとうございました」という言葉はいつ聞いてもうれしいものです。

★ 座右の銘やご自身に言い聞かせてきた言葉など教えてください
　芭蕉行脚の掟である「人の短を言うことなかれ、己が長を言
うことなかれ」です。人の悪いところをあげつらうんじゃない、
自分のことを自慢するんじゃない、と解釈できると思います。
高校時代、『奥の細道』を勉強しているときに出会い、「あ、い
い言葉だな」と感じて以来、自分に言い聞かせています。

★ 次世代の研究者に期待したいことは？
　イマジネーション、つまり「想像」して、「創造」してほしいという
ことです。人にバカにされそうなイマジネーションでも、妄想でもいい
のですが、そこから「創造」へつなげていくことが大切だと思っています。
　そのためには何が必要かというと、やはりしっかり勉強することです。
着想は妄想でもいいのですが、着想したものごとに関して勉強して、い
ろいろ考えたうえで出てきた「創造しようと思っているもの」は、続け
られると思います。しかし勉強せず、しっかりした基礎知識がなく思い
つきで行動すると、それは妄想で終わり、軽薄なものとなってしまいま
す。逆に勉強ばかりしていても、着想や創造がなく積み上げられてきた
伝統は空虚です。何の創造もなく、他の人が作り上げてきたことだけで
食っていたら、それは虚しいだろうということです。ある教育者の言葉
に「創造のない伝統は空虚である」との言葉があります。受け売りで恐
縮ですが、次世代にはこの言葉を伝えたいですね。
　もうひとつお伝えしたいのは、さきほどの「人の短」と「己が長」に
関することです。この言葉は、ぼくは「長所を伸ばせば短所は消える」
という意味でも捉えているので、人を育てるときに短所を直すことは考
えなくていいと思っています。悪いところは直りませんから、それより
もいいところを見つけて、それを伸ばしてあげること。それが指導者の
スタンスだと思っているので、意識していただければと思います。

★ ご自身のワークライフバランスを、今振り返ってみると…？
　ぼくは好きなことをやってきて、家族も応援してくれました。いまだ
に好きなことをやっています。これまでのワークライフバランスで後悔
もしていませんし、好きなことを精いっぱいできたという点では、バラ
ンスはよかったと思います。ただ、家庭人としては最悪かもしれません
が。仕事がなくなったらどうなるか、今後を考えると、少しバランスシ
フトしないとアンバランスになるかもしれませんね。
　新人類と言われ、「なんだ、こいつら」と言われていたぼくらが、今
度は若い人に同じようなことを言っています。結局、そういうことの積
み重ねで、社会というものが次第にできてくるのでしょう。社会はその
ときどきで、さまざまな要素で構成されますから、ぼく自身は現在のみ
んなが思うワークライフバランスを論じることは、なかなかできません。
しかし、病院長という立場から言えば、大切にしなくてはならないとは
思います。
　ただワークライフバランスは画一的なものではないし、ましてや人に
押し付けるものでもないと思っています。個人個人で自分なりのワーク
ライフバランスがあるから、それを狂わせないようにしていただき、自
分の大事なものを失わないように時間を工夫してほしいですね。

★ ダイバーシティ推進センターに今後期待したいことをお願いいたします
　ダイバーシティ推進センターには、「人の長」、すなわちキラリと光る
ものに光を当てていく、そんな施策をすすめてほしいと期待しています。

ワークライフバランスは
画一的なものではない。
自分の大切なものを
失わないように工夫しよう。

東邦大学医療センター佐倉病院　病院長
脳神経外科

病院長
インタビュー！

長尾 建樹 先生

「ある日の手術室」 　この写真は、ある日の本学附属病院の手術室の光景です。巷間、受
験における女子一律減点問題や外科系女性医師の志望者減少が話題に
なっていますが、形成外科医、麻酔科医、看護師で構成されたこのチー
ムは、全員女性です。
　女性の就業に関しては、結婚・出産・育児といったライフイベント
に際し、仕事を続けることが難しくなるといった、個人あるいは家庭
だけでは解決できない問題があります。本学は、女子医専がルーツと
いう伝統もあって、女性医師が働きやすい風土が自然発生的に醸成さ
れてきました。また、近年はダイバーシティ推進センターを中心に、
女性医師、研究者、看護師の支援のため、病児保育や准修練医制度と
いった取り組みを行い、成果を挙げております。これからも、様々な
先駆的な取り組みを実施することにより、優秀な女性が生き生きと働
き続けられ、自身の能力を最大限発揮できるような環境づくりを目指
していきたいと考えています。

中道美保（東邦大学医療センター大森病院 形成外科 助教）

東邦大学  医学部   topics  トピックス

pickup!

医学部オープンキャンパス
　8 月 17 日（金）・18 日（土）の医学部オープンキャンパスでは、「現役医師の講演会」を開催しました。医学部入学から医師
として働き続け、10 数年の現役医師が講師となり、医師を目指し、キラキラとした眼差しを持った学生さん達を前にお話を
しました。医師を目指すようになった高校時代のエピソードに始まり、現在の診療科の現状、手術の様子、毎日のタイムス
ケジュールや自身のワークライフバランスのことなど、大変興味深い内容でした。参加者からは「医師として働くという実
感がわいた」「医師になりたい気持ちが強くなった」という感想がありました。

大森キャンパス 医学部講演会

2018 年 8 月 17 日（金）／ 8 月 18 日（土）

○ 大森病院麻酔科 大岩 彩乃 先生
○ 大森病院呼吸器外科 東 陽子 先生
○ 荏原病院循環器内科 小原 浩 先生

合計参加者数
222 名

准修練医制度
　制度の応募資格としては、東邦大学のレジデント、シニア・レジデント、本学の大学院生、もしくは過去に本学に
研修歴ないし勤務歴があり、再度修練を希望する医師が対象となり、男性も女性も応募できます。
　自身のライフイベントとの両立の壁に直面した時、専門医の取得や研究の継続を自分のペースで行うことが
できます。自らの希望に沿った多様な働き方を展開できる制度です。2018 年度は、大森病院・大橋病院・佐倉病院

の 3 病院で、34 名の准修練医が在籍しています。

子育てや介護等により
フルタイムでの勤務ができない医師の短縮勤務制度です。
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Toho legend女性研究者のパイオニア　★ 東邦大学黎明期の 4 人の研究者 ★
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1985

11 月 13 日   幾瀬マサ  誕生
07 月 15 日  大岡良子  誕生
03 月 22 日  猿橋勝子  誕生
帝国女子医学専門学校  開設  ＜理事長  額田豊  学校長  額田晋＞
帝国女子医学専門学校付属看護婦養成所  開設
10 月 18 日  五島瑳智子  誕生
帝国女子医学専門学校に薬学科を開設
帝国女子医学薬学専門学校と改称
幾瀬マサ  帝国女子医学薬学専門学校  薬学科入学
帝国女子高等理学校設置認可  翌 4 月家庭科学研究所高等部と校名を変更して開校
大岡良子  帝国女子医学薬学専門学校  医学科入学
幾瀬マサ  帝国女子医学薬学専門学校  薬学科卒業  薬学科助手
大岡良子  帝国女子医学薬学専門学校  医学科卒業  翌年 横浜市立十全医院眼科入局
猿橋勝子  帝国女子理学専門学校  入学
五島瑳智子  東京は空襲がひどいので 福島県立女子医学専門学校への進学を決める
4 月 15 日  大森の空襲により、本館以外の全施設が焼失
9 月  理学専門学校が 11 月に薬学科が習志野へ移転
猿橋勝子   中央気象台研究所へ研究官として所属
五島瑳智子   東邦女子医学専門学校（旧帝国女子医学専門学校）3 年編入
五島瑳智子  東邦女子医学専門学校  卒業
大岡良子  東邦大学助教授に任命される
医・薬・理が揃った自然科学系総合学園として 新制東邦大学が誕生
大岡良子  東邦大学教授に就任
五島瑳智子  東京大学伝染病研究所の研究生を経て 東邦大学医学部助手となる
幾瀬マサ  『日本植物の花粉』出版
猿橋勝子  東京大学理学部化学科から初「理学博士」学位取得
猿橋勝子  国際民主婦人連盟の第 4 回世界大会（ウィーン）で「核実験の人体に対する影響」を発表
幾瀬マサ  東邦大学薬学部教授に就任
猿橋勝子  単身で渡米し日本のデータの精度が高い事を実証
幾瀬マサ  東邦大学薬学部長に就任
東邦大学医学部付属東邦大学保育園  開園
五島瑳智子  東邦大学医学部教授に就任
大岡良子  東邦大学医学部長に就任
五島瑳智子  東邦大学  看護専門学校校長（～ 1987）
猿橋勝子  「女性科学者に明るい未来をの会」設立  第 1 回「猿橋賞」の贈呈
五島瑳智子  東邦大学 医療短期大学学長（～ 2000）
東邦大学創立 60 周年

植物の勉強に（����）

帝国女子医専時代の
実習（����-�� 頃）

馬をつなぐ杭の側を掘って
野草を植える幾瀬と

恩師 久内清孝教授（����）

大森の焼け残った机を
� つに切ってトラックで習志野へ
運びつくった、馬小屋改良実習室

※一番奥で立っているのが
幾瀬（����）

ナイチンゲール像の原寸大の複製が
英国ロンドン市議会の許可を受け、

船で運ばれ、凛々しくエレガントな姿で
本校に到着した（����）

���� 年にビキニ環礁で行われた
アメリカの水爆実験を契機に

日本は独自に放射能汚染の海洋調査を実施。
恩師の三宅泰雄とともに調査を行った。

猿橋は、このデータを認めなかったアメリカに
調査結果の正しさを証明した（����）

猿橋 勝子

「平和な世界をきずくためには、
核兵器廃絶が絶対的な必要条件
であると思う」（1981 年）

海水の炭素濃度に関
する先端的な研究。
海水中の炭酸物質の組成
一覧表は「サルハシの表」と呼ばれ、以後30
年間にわたり海洋学者の研究の助けとなった。

幾瀬 マサ

1万5200枚の花粉型
模型を作成し、日本の
花粉学にとって歴史的
な大書「日本植物の
花粉」を出版した。

「将来は日本でもスギ花粉情報
が聞けるかもしれませんね」

（1985 年）

五島 瑳智子

「体験し感じてこそ真
に身 につく」通 算23
年間の長い間、看護教
育に携わり、4年制大
学への実現に向け、その礎を築いた。

「マイノリティを目指した私に、神
様は実に多くの師、先輩、友人
を授けてくださった」（1993 年）

大岡 良子

帝国女子医専出身
初 の 教 授 に就 任、
そして「医学部長」
に就任した。

飽くことを知らない研究への情熱
教育・診療に対する熱意
全身疾患に関連した眼疾患の研究

東邦大学
猿橋
幾瀬

五島
大岡
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Divers i ty  & Inclus ion多様性の受容
性別・年齢・身体的特徴・社会的背景・人生観など、個々の「違い」を受け入れ、
それを生かしていくこと。
ダイバーシティ推進センターは、さまざまな個性を尊重したうえで、異なる価
値観を受け入れ一人一人がその能力を十分に発揮し、その専門性を中断するこ
となく積み上げていけるような環境の整備に取り組んでいます。
2018 年度の活動をご紹介します！

“ダイバーシティ”

  って、ご存知ですか？

53 名
11％

知っている

214 名
45％

聞いたことはある
210 名
44％

知らない

2018 オープンキャンパスで　　　　　聞きました
477 名に

お台場の？

多様性っていう
意味ですよね！

小池都知事が
言ってたような…

うちの会社に
その部署あります！

聞いたこと
あるけど

意味は…？
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